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性において，その基本的性格をほぼ維持してきて
いるからだ。本学附属図書館は，いぜんとして残
存していた個人文庫の性格を払拭し，そのような
総合性を保証した画期的な方式（集中管理と全面
開架）を採用しているが，これこそ，15世紀以来
の大学図書館が目指してきたものの制度的な到達
点なのであった。
しかしながら，その基本的な性格こそが，現在
おおきな試練に立たされているように思えてなら
ない。図書館は，なにか急いで調べものをすると
ころであり，それはあらかじめ検索した文献の必
要な箇所を複写する場所となってしまっていて，
ゆっくりと本を探して，ゆったりと本を読むとい
うところではなくなってきている。それどころか，
研究のプライオリティの国際競争にさらされてい
る研究者にとっては，研究室から直接アクセスで
きるオンライン・ジャーナルや文献情報データ・
ベースだけが図書館との唯一のかかわりになって
きているような状況も生じてきている。また，な
にか調べものをするところといったが，それさえ
もあやしくなってきている。閲覧席に堆く書物を
積んで，熱心にノートをとっている学生の姿は，
いまではきわめて稀になった。それに，個人文庫
に慣れ親しんできた教員の図書館に対する意識が
書物の購入意欲の減退というかたちであらわれて
きている気配もある。極度の専門主義や業績主義
の慌ただしさが図書館の総合性を脅かしているの
ではないかという認識は，明らかに被害妄想なの
だろう。しかしながら，書棚のあいだを逍遙し，
気になる本をふと手にするときの愉悦などは，は
るか遠い昔の想い出，ひょっとすると自分で勝手
に描いてしまっただけの15世紀の大学図書館の幻
影なのかもしれない。判断を一歩誤れば，図書館
どころか，大学そのものの存立にかかわる重大な
影響を及ぼすことになりかねないグーテンベルク
以来のＩＴ革命と「構造改革」の大状況は，巨大
大学の片隅で紙魚（しみ）のような生活をおくっ
てきただけの隠者に，なんの因果か，歴史の重み
を越えて，想像を絶した緊張感を強いてくれてい
る。
（やまうち・よしふみ　附属図書館長）
国語科成立10年前の教科書から
甲斐雄一郎
教育研究科国語教育コースで私が隔年に開講し
ている「国語科教育史」は，原資料に基づいた参
加者相互の討論を通じて，我が国の国語科教育の
目標設定，教材選択，教育実践にかかわる諸問題
について歴史的な位相から構造的に理解すること
を目指している。そしてそれは本学が東京教育大
学から引き継いだ，宮木文庫をはじめとする膨大
な教科書コレクションの存在があってはじめて可
能となる時間なのである。ここではこの授業の筋
道の一部を紹介することによって，国語科教育史
を考えるうえで本学所蔵の教科書群が持つ意味の
一端を述べたいと思う。
義務教育における国語科は，1900年の「小学校
令」においてそれまでの読書・作文・習字科を統
合して成立した。この時の国語科の目標は「国語
ハ普通ノ言語，日常須知ノ文字及文章ヲ知ラシメ
正確ニ思想ヲ表彰スルノ能ヲ養ヒ兼テ智徳ヲ啓発
スルヲ以テ要旨トス」と規定されていた。1998年
に告示された学習指導要領では国語科を「国語を
適切に表現し正確に理解する能力を育成し，伝え
合う力を高めるとともに，思考力や想像力及び言
語感覚を養い，国語に対する関心を深め国語を尊
重する態度を育てる」教科として定めている。国
語科の目標を，言語による理解力・表現力の養成
としてとらえるならば，成立以降今日に至るまで
一世紀の間，一貫していたということになる。た
だし「要旨」の後半部において「啓発」すること
が求められている「智徳」のとらえ方によって，
国語教育史を連続しているとみるか，断絶してい
るとみるか，その評価はわかれるであろう。
